
今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・村からの情報発信更新事業が完成  …２面

　・ご長寿お祝い申し上げます  ………３面

　・村職員の給与などを公表します  …４面

　・お知らせ版  …………………………６面

　・喬木村国民健康保険にご加入の皆さんへ  …８面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………９面

■ 学校だより　中学校  …………１０面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１１面

■ くりんネットたかぎ  …………１２面

１０
October

平成22年度花いっぱい運動花壇コンクールが開催され、平成22年度花いっぱい運動花壇コンクールが開催され、

各地区で素晴らしい花壇ができあがりました。各地区で素晴らしい花壇ができあがりました。

審査員が各地区をまわり審査されました。審査員が各地区をまわり審査されました。

2010
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村
で
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
の

更
新
や
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

の
全
村
対
応
、
テ
レ
ビ
共
同
ア
ン

テ
ナ
地
域
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
な
ど
を
行
う
た
め
、
平
成
十

九
年
度
に
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
を
行
い
、
音
声
放
送
を
行
う

「
く
り
ん
ネ
ッ
ト
た
か
ぎ
」
と
、

テ
レ
ビ
文
字
放
送
を
行
う
「
い
ち

ご
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
飯
田
市
と
締

結
し
た
定
住
自
立
圏
協
定
に
基
づ

く
事
業
を
進
め
る
中
で
、
今
年
の

四
月
か
ら
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
っ
た
放

送
を
開
始
し
、
文
字
情
報
ば
か
り

で
な
く
村
内
の
出
来
事
を
テ
レ
ビ

画
像
で
お
伝
え
す
る
番
組
放
送
も

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
喬
木
村
の

情
報
を
ご
覧
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ネ

ル
と
し
て
、
通
常
は
デ
ー
タ
放
送

を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
い
、
一
週
間

の
村
の
出
来
事
を
十
五
分
の
動
画

情
報
番
組
に
ま
と
め
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン

は
保
育
園
や
小
学
校
の
運
動
会
、

文
化
祭
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
取
材
し
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

使
っ
た
新
た
な
情
報
発
信
手
段
と

し
て
、
村
内
の
八
区
や
、
小
・
中

学
校
か
ら
独
自
の
文
字
情
報
発
信

か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
入
力

し
た
情
報
が
、
テ
レ
ビ
画
面
の

「
お
知
ら
せ
ポ
ス

ト
」
に
届
き
、
地

区
内
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
テ
レ
ビ

で
確
認
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

情
報
入
力
方
法
の

説
明
会
を
今
月
中

に
行
い
、
順
次
利

用
を
始
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
情
報
を
受
信
す

る
た
め
に
は
テ

レ
ビ
の
設
定
が

必
要
で
す
。

更新を行なった村ホームページ（トップ画面）

テレビ１２チャンネルで放映している動画ニュース

　

今
回
の
村
情
報
発
信
更
新
事
業

の
最
終
事
業
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
い
村
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
で
、
統
一
感
の

あ
る
画
面
に
な
り
、
見
や
す
く
よ

り
使
い
や
す
い
ペ
ー
ジ
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
の
十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

お
伝
え
し
て
い
る
情
報
を
よ
り
詳

し
く
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
だ
け

で
な
く
、
各
種
申
請
書
類
の
取
り

寄
せ
や
統
計
デ
ー
タ
な
ど
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
近
い
将
来
、
運

動
施
設
の
予
約
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
か
ら
行
え
る
よ
う

な
方
法
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

週
間
た
か
ぎ
ニ
ュ
ー
ス

村
内
８
区
や

小
・
中
学
校
か
ら
の

　

テ
レ
ビ
お
知
ら
せ
放
送

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
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平
成　

年
度 
喬
木
村
総
合
文
化
祭

２２

展
示
・
出
展
・
芸
能
披
露
等
を
希
望
さ
れ
る
皆
様
へ

　

月
１
日
は
国
勢
調
査

１０

た
か
ぎ
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成
二
十
一

年
度
に
お
い
て
も
七
十
一
名
の
皆

さ
ま
か
ら
、
二
百
三
十
一
万
四
千

円
の
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
村
の
活

性
化
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 長　　寿　　者

地区名年齢氏　　　名順位

宮耕地2101小　林　キヨエ さん1

女　
　

性

富田5-1101木　下　ナ　ヲ さん2

喬木荘100北　原　さだゑ さん3

喬木荘100筒　井　まつゑ さん4

野田原上100瀬　川　み　ゑ さん5

富田8-198木　下　富　夫 さん1

男　
　

性

喬木荘95肥　後　久　壽 さん2

寺之前495原　　　市　男 さん3

喬木荘94上　島　　　武 さん4

上の原北94宮　下　芳　勝 さん5

　

恒
例
の
喬
木
村
総
合
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

作
品
展
示
、
物
品
の
販
売
、
飲

食
物
等
の
提
供
等
の
出
展
、
芸
能

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
、
団
体
・
個
人
を
問
い

ま
せ
ん
。
村
内
在
住
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

盛
大
な
文
化
祭
に
な
り
ま
す
よ
う

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
一

〇
月
八
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【参加のお申し込み】
申込期限　平成22年10月８日
申 込 先　作品展示：喬木村教育委員会
　　　　　　　　　　�33－2002
　　　　　物 産 店：ふるさと振興課
　　　　　　　　　　�33－5127
　　　　　　　　　　（交流センター内）
　　　　　芸能大会：喬木村教育委員会
　　　　　　　　　　�33－2002

浅　

谷　

タ
ミ
子  
様

青　

山　

静　

子  
様

市　

瀬　

文　

人  
様

大　

平　

栄　

一  
様

大　

谷　

歌　

代  
様

加　

藤　

光　

彦  
様

木　

下　

昭　

明  
様

木　

下　
　
　

順  
様

木　

下　

隆　

文  
様

木　

下　

義　

人  
様

小　

林　

洋　

一  
様

斉　

藤　

糸　

子  
様

酒　

井　

保　

一  
様

佐
久
間　

清　

子  
様

佐
々
木　

陽
之
祐  
様

鈴　

木　

末　

雄  
様

塚　

平　

末　

男  
様

富　

安　

志
津
子  
様

野　

村　

と
の
子  
様

原　
　
　

克　

彦  
様

福　

沢　

隆　

之  
様

宮　

下　

敏　

雄  
様

山　

上　

文　

寿  
様

山　

下　

政　

人  
様

矢　

坂　
　
　

進  
様

湯　

沢　
　
　

斉  
様

吉　

川　
　
　

廣  
様

米　

窪　

交　

平  
様

（
あ
い
う
え
お
順
）

　

平
成
二
十
一
年
度
に
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
う
ち
、
氏

名
公
表
の
了
承
を
得
た
方
の
み
、

次
の
と
お
り
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

寄
附
者
総
数　

1
2
3
名

　

寄
附
金
総
額

3
、３
8
9
、０
8
3
円

（
平
成
二
十
一
年
度
現
在
）

　

日
本
に
住
む
全
て
の
人
・
世
帯

を
対
象
に
し
た
国
勢
調
査
。調
査
の

結
果
は
、児
童
福
祉
、高
齢
者
の
介

護
・
医
療
、若
者
の
雇
用
対
策
な
ど
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
役
立
て
ら
れ
る
大
切
な
デ
ー

タ
と
な
り
ま
す
。一
〇
月
一
日
の
あ

な
た
の
状
況
を
調
査
票
に
記
入
し
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

総
務
大
臣
が
任
命
し
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
た
国
勢
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ

統
計
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

喬木村総合文化祭は
と　き　平成22年11月5日（金）～7日（日）

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。個
人
情
報
の

保
護
は
万
全
で
す
。

Ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ
ｎ
ｎ
ｃ
ｅ

調
査
表
は
封
を
し
て
調
査
員
に
渡

し
て
い
た
だ
く
か
村
に
郵
送
し
て

い
た
だ
く
方
法
が
選
べ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
を
装
っ
た「
か
た
り
調

査
」に
ご
注
意
下
さ
い
。国
勢
調
査

員
は「
国
勢
調
査
員
証
」を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
。不
審
に
思
わ
れ
た

と
き
に
は
役
場
企
画
財
政
課
広
報

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

喬
木
村
役
場
企
画
財
政
課
広
報
係

�
０
２
６
５－

３
３－

５
１
２
９

ご 長 寿
お祝い申し上げます

　9月20日（月）は敬老の日です。

　喬木村の最高齢者は、小川の小林キヨエさん

で、101歳になりました。今年度、88歳の米

寿を迎えられる方は52人（昨年42人）、89歳以

上となられる方は214人（昨年220人）いらっしゃ

います。村では9月19日に、88歳（米寿）の方

と99歳以上の方に、お祝いをお届けしました。

長い間、社会や村のためにご尽力いただいたこ

とに感謝するとともに、これからも健康で末永

く暮らしていただきたいと思います。
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村村村村村村村村村村職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員のののののののののの給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与ななななななななななどどどどどどどどどどをををををををををを公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす村職員の給与などを公表します
　村では、村職員の給与等について、村民の皆さんによりいっそう理解していただくため状況を公表します。

●職員給与費の状況（一般会計予算）

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ）
給　　与　　費職員数

（Ａ）区　分
計（Ｂ）職員手当給　　与

5,698千円307,704千円98,813千円208,891千円5422年度

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当等。　退職手当は含まれていません。
（注）２．給与費は当初予算に計上された額です。

●職員の経験年数別、学歴別平均給与月額の状況（Ｈ22.4.1現在） （百円）
経　験　年　数

学　歴区　分
20年以上25年未満15年以上20年未満10年以上15年未満7年以上10年未満

3,5563,1962,7412,054大学卒一　般
行政職 －2,7152,3941,806高校卒

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、採用後の年数をいうものです。

●職員の初任給の状況（※Ｈ21.4.1現在） （円）
国長　野　県喬　木　村種　別学　歴区　分

172,200172,200172,200試　験大学卒一　般
行政職 140,100140,100140,100試　験高校卒

●一般行政職の級別職員数の状況（Ｈ22.4.1現在）
合　計6　級5　級4　級3　級2　級1　級区　分

村長が定める
複雑且つ困難
な課長

村長が
定める課長

課　　長
課長補佐
主　　幹

係　　長
企 画 員
主　　査

主　　任
主 事
技 師

標準的な
職務内容

380661925職 員 数
0.0%15.8%15.8%50.0%5.3%13.2%構 成 比

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

●職員手当の状況
国長　野　県喬　木　村区　分

職制上の段
階、職務の
級等による
加算措置　

有　り

1.40
1.60
3.00

6月期
12月期
計

職制上の段
階、職務の
級等による
加算措置　

有　り

1.40
1.60
3.00

6月期
12月期
計

職制上の段
階、職務の
級等による
加算措置　

有　り

1.40
1.60
3.00

6月期
12月期
計

期末手当

（H2 0年度支給割合 ）

0.750
0.750
1.50

6月期
12月期
計

0.750
0.750
1.50

6月期
12月期
計

0.750
0.750
1.50

6月期
12月期
計

勤勉手当

（H2 0年度支給割合 ）

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分

支給率
勤続20年
勤続25年
勤続35年退職手当

（H21.4.1現在）
その他の措置
定年前早期退職特例措置
（2～20％）

その他の措置
定年前早期退職特例措置
（2～30％）

その他の措置
定年前早期退職特例措置
（2～20％）

●特別職の報酬等の状況
期末手当給与、報酬月額区　分

（Ｈ21年度支給割合）
6月期　1.45　　
12月期　1.35　　
3月期　　－　　　
計　　2.80　　

（21.4.1～）　　　　　（円）

村　長　544,700
副村長　484,200

特 別 職

（Ｈ21年度支給割合）
6月期　1.45　　
12月期　1.60　　
3月期　　－　　　
計　　3.05　　

（21.4.1～）　　　　　（円）
議　長　234,600
副議長　168,100
委員長　144,400
議　員　135,800

議　　員

●職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
　（Ｈ21.4.1現在）

一般行政職
区　分

平均年齢平均給料月額
42.2317,100喬 木 村
45.3357,665長 野 県
41.5325,521国

（注）国の平均給料月額は事務職、現業職の平均値のため県
村の値とは算定基礎が異なります。
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●職員給与のモデル（常勤の一般職　高等学校卒）　　　22.4.1 単位：円

年　　収期末勤勉手当給与月額通勤手当住居手当扶養手当管理職
手　当

給　料
（基本給）扶養親族等職名年齢

3,459,105882,705214,7002,000000212,700なし主任30

5,492,0731,419,273339,4004,100026,0000309,300妻・子2主査40

6,570,7461,771,946399,9002,000024,5000373,400
妻・子1
教育加算有り

課長

補佐
50

6,991,7021,849,702428,5000013,00017,000398,500
妻
通勤2km未満

課長55

注　年収は、各種控除前の額であり、実際にはこの額から所得税や共済掛金（公務員の健康保険や年金にかかわる自己負担）を控除した額〔手取
り〕が支給されます。

注　このモデルは設定年齢における標準的な勤続年数の職員モデルであり、すべての職員が設定年齢においてこのモデルの年収となっているわ
けではありません。

●部門別職員数の推移 
　喬木村定員適正化計画に基づく村の部門別職員の状況につ
いて公表します。尚、職員数は一般職に属する職員数であ
り、地方公務員の身分を保有する派遣職員、臨時職員等非常
勤職員を除いています。（教育長は含む）

各年度4月1日現在
対前年比職　員　数

区　　分
平22平21平20平22平21平20
△ 11△ 1121議　会

一
般
行
政
部
門

△ 1△ 13111213総　務
△ 1334税　務

△ 1555農　水
333土　木

△ 2△ 11232526小　計
11△ 3161514民　生

△ 11565衛　生
2△ 3212119小　計

11876教　育特別行
政部門 11876小　計

△ 11水　道

公営
企業等

111下水道
△ 1333その他

△ 1△ 1445小　計
△ 11△ 3565756合　　　計

●職員の福利厚生

団　　体　　等区　　分
長野県市町村職員共済組合加入保険制度
長野県市町村職員互助会
喬木村職員互助会福 利 厚 生

●職員の勤務時間その他勤務条件

職員の勤務時間と休日
勤務時間の割り振り１週間の

勤務時間 週休日休憩時間終業始業
土・日曜日12:00～13:0017:158:3038時間45分

年次有給休暇の状況 21年1月1日～12月31日

１人当たり
平均使用日数

全期間
在職職員数総使用日数総付与日数

5.247243.21,872

休暇など
説　　　　　　明休暇の種別

年20日間、繰り越しは最大で20日間（有給）年次有給休暇

選挙権の行使、結婚、出産、子の看護など特別な理由
で勤務しないことが相当と認められる期間（有給）特別休暇

負傷または病気で、勤務しないことが認められる期間（有給）療養休暇

父母、子、配偶者の父母などが負傷、病気のときや老
齢で日常生活に支障がある人を介護するとき、連続す
る6月の期間内において必要と認められる期間

（無給）介護休暇

職員団体の業務に従事するため、勤務しないことが相
当であると認められる期間（無給）組合休暇

●職員の分限及び懲戒処分の状況

　分限処分とは、公務効率の維持を目的に職員を処分するもので、制裁的意味合
いはありません。懲戒処分とは、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩
序を維持する制裁的処分です。

該当者内　　　　　　容種類区　分

なし

・勤務成績がよくないとき
・心身の故障のため、職務の遂行に支障があった
り、これに耐えられないとき
・その他、その職に必要な適格性を欠くとき
・廃業または過員を生じたとき

降任
免職

分限処分

なし・心身の故障のため、長期の入院が必要なとき
・刑事事件で起訴されたとき休職

2名

・地方公務員法のほか、これに基づく条例、規
則、規程に違反したとき
・職務上の義務に違反したり、職務を怠ったとき
・全体の奉仕者としてふさわしくない非行があっ
たとき

戒告
減給
停職
免職

懲戒処分

●職員の研修 平成21年度

内容及び回数研修名
庁内及び庁外講師による定期研修
全職員対象　12回時間外職員研修

一般、中堅、部課長、部門別
5回　8名

県市町村職員研修
センター研修受講

専門実務・自治政策課題研修
3～4日間コース　5名参加

市町村アカデミー
（千葉県）研修受講

4回　112名参加北部総合事務組合

・公平委員会は、職員の勤務条件に関する措置の要求及び職員に対する不利益処分を審査し、並びにこれについて必要な措置を講ずる。
勤務条件に関する措置要求　平成21年度　　なし　　　　　　　　　　不利益処分に関する不服の申立ての状況　平成21年度　　なし

●職員の利益の保護

給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共団
体の当局により適当な措置が執られるべきことを要求することができる。

懲戒その他その意に反すると不利益な処分を受けた場合に公平委員会に対し
て不服申立て（審査請求又は異議申立て）をすることができる。
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月
の
結
婚
相
談
日

１０
○
日　

時

　

一
〇
月
九
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

３
３－

５
１
２
３

９月の村税等
口座振替日納期限

9月27日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

9月30日

国 保 税
（第６期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

一
〇
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

「
法
の
日
」
週
間
に
お
い
て
、「
法

律
・
人
権
・
調
停
・
公
証
」
に
関

す
る
無
料
法
律
相
談
所
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の

問
題
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
の

家
庭
内
の
も
め
事
、
差
別
、
い
じ

め
等
の
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

（
秘
密
厳
守
）。

　

な
お
、
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
相
談
者
が
集
中
す
る
場
合

は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、ご
来
場
の
際
に
は
、

相
談
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
下

さ
い
。

○
主　

催

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
、

　

法
務
局

○
と　

き

　

一
〇
月
五
日　

火
曜
日

　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
四
時

　

（
受
付
は
午
後
三
時
三
〇
分
ま
で
）

○
と
こ
ろ

　

飯
田
市
江
戸
町

　

長
野
地
方
裁
判
所
飯
田
支
部

○
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
地
方
裁
判
所　

飯
田
支
部

　

�
０
２
６
５－

２
２－

０
０
０
３

個
人
使
用
井
戸
水

水
質
検
査
の
斡
旋
に

つ
い
て

　

飲
用
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
汚
染
の
有
無
や
飲
ま

れ
て
い
る
井
戸
の
水
質
を
知
る
上

で
も
水
質
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
村
で
は
次
の

内
容
で
検
査
の
斡
旋
を
行
い
ま
す
。

○
採
水
容
器
の
配
布

　

一
〇
月
一
日（
金
）〜
七
日（
木
）

　

午
前
八
時
三
〇
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
五
時
三
〇
分

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

役
場
二
階
上
下
水
道
係
に
て
容
器

を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
採
水
と
提
出
方
法

　

一
〇
月
七
日（
木
）

　

午
前
八
時
三
〇
分
〜
正
午

　

役
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
採
水
に
つ
い
て
は
提
出

直
前
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
検
査
項
目
の
内
容

　

飲
料
水
一
〇
項
目
（
p
H
、
臭

気
、
味
、
色
度
、
濁
度
、
塩
素
イ

オ
ン
、
有
機
物
等
、
硝
酸
性
窒
素

及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
、一
般
細
菌
、

大
腸
菌
）
飲
用
井
戸
に
適
す
る
か

ど
う
か
を
計
る
項
目
で
す
。

○
検
査
機
関
の
名
称

　

中
部
公
衆
医
学
研
究
所

　

（
飯
田
市
高
羽
町
）

○
検
査
代
金
と
結
果

　

検
査
料
金
は
個
人
支
払
で
七
、一

〇
〇
円（
消
費
税
込
）で
す
。

　

後
日
検
査
結
果
と
請
求
書
が
検

査
機
関
よ
り
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
上
下
水
道
係

　

�
３
３－

５
１
２
２

土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う

「
全
国
一
斉
表
示
登
記
無
料
相
談
会
」飯
田
会
場

開
催
の
ご
案
内
に
つ
い
て

○
日　

時

　

一
〇
月
九
日　

土
曜
日

○
相
談
内
容

　

・
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
悩
み

　

・
土
地
建
物
に
関
す
る
登
記
等

に
つ
い
て

○
会　

場

　

飯
田
市　

飯
田
文
化
会
館

　

展
示
室
１
号
室

　

飯
田
市
高
羽
町
五－

五－

一

○
時　

間

　

受
付　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
四
時

　

終
了　

午
後
四
時
三
〇
分

○
相
談
時
間　

一
件　

三
〇
分

※
な
お
、
予
め
ご
予
約
頂
き
お
越

し
下
さ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

○
ご
予
約

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事

務
局

　

�
０
２
６－

２
３
２－

４
５
６
６

○
受
付
時
間

　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

　

（
一
二
時
〜
一
時
を
除
く
）

平
成　

年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

２２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集
説
明
会
の
ご
案
内

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
途
上
国
の
人
た

ち
と
と
も
に
様
々
な
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア（
青
年
海
外
協
力
隊
や

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
内
で
は
、
一
〇
月
九
日

（
土
）か
ら
二
三
日（
土
）の
間
、
県

内
四
会
場（
長
野
市
、
松
本
市
、上

田
市
、伊
那
市
）に
て
、「
募
集
説

明
会
＆
体
験
談
」を
行
い
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

tt

p
://w

w
w
.jic
a
.g
o
.jp
/k
o
m
a
g

a
n
e
/in
d
e
x
.h
tm
l)

を
ご
覧
下
さ

い
。

○
連
絡
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根

　

募
集
担
当　

仁
科

　

�
0
2
6
5－

8
2－

6
1
5
1

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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●１０ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも気軽に

ご参加いただけますので、是非お越し下さい。

健康体操教室（介護者の方など）
福祉センター午前１０時半～１０月３０日（土）

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル午前１０時～

１０月１日（金）ゆっくりコース

１０月８日（金）ゆっくり歩こうコース

１０月１５日（金）はつらつコース

 お問い合わせ先  　役場  住民課包括支援係　�33-1120

※伊久間地区の健康体操教室は、「馬場伝承館」で行います。

定例介護者の会のおしらせ
福祉センター午前１０時半～１０月３０日（土）

午後１時半～午前10時～日　時

伊久間農産物加工センター１０月１日（金）

大和知公民館南農事集会所１０月４日（月）

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター１０月６日（水）

氏乗集落センター馬場伝承館１０月１３日（水）

伊久間農産物加工センター１０月１５日（金）

加々須区民会館宮本公民館１０月１８日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館１０月２０日（水）

大島公民館田上川消防センター１０月２５日（月）

富田陶芸館第一公民館１０月２７日（水）

　

村
で
は
毎
月
一
回
、「
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
・
心
配
ご
と
相
談
で
は
行

政
相
談
に
併
せ
、心
配
ご
と
相
談
、

中
村
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談（
年
三
回　

次
回
一
一
月
）も
併

せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
公
害
、
福
祉
、

年
金
、
消
費
者
保
護
、
農
地
、
道

路
、
河
川
な
ど
、
ど
ん
な
苦
情
、

要
望
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

【
一
〇
月
】

①
日　

時

　

一
〇
月
二
〇
日（
水
）

　

午
前
一
〇
時
〜
一
二
時

②
場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

③
相
談
員　

橋
爪
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　

・
民
生
児
童
委
員

【
一
一
月
】

①
日　

時

　

一
一
月
一
〇
日（
水
）

　

午
前
一
〇
時
〜
一
二
時

②
場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

③
相
談
員

　

中
村
弁
護
士
・
橋
爪
行
政
相
談

委
員
・
民
生
児
童
委
員

◎
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
第
三
者
的
立
場

か
ら
公
正
な
判
断
を
行
い
、
問
題

解
決
の
た
め
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

行
政
相
談
所
に
都
合
に
よ
り
参
加

で
き
な
い
方
は
、
村
の
行
政
相
談

委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

村
の
行
政
相
談
委
員
は
、

橋
爪　

稔　

さ
ん　

秋
の
行
政
相
談
週
間　
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１０

１８

２４

「
行
政
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

　

九
月
一
五
日
〜
一
〇
月
一
四
日

ま
で
は
、
秋
の
農
作
業
安
全
運
動

月
間
で
す
。

　

今
年
は
七
月
ま
で
に
県
下
で
一

〇
名
の
方
が
農
作
業
中
の
事
故
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
中
の
死
亡
事
故
に
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
耕
耘
機
な
ど
の
横

転
・
転
落
に
よ
る
も
の
が
非
常
に

多
く
、
ま
た
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の

動
力
部
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
故
は
、
特
に
疲
れ

が
出
始
め
る
昼
前
や
夕
方
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
体
調
管
理
を
し
て
頂
く
と
と

も
に
、
農
業
機
械
を
扱
う
と
き
は

安
全
確
認
を
し
、
余
裕
を
持
っ
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

九
月
は
「
振
り
込
め
詐
欺
総
合

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
家

族
で
し
か
わ
か
ら
な
い「
あ
い
こ
と

ば
」を
決
め
、振
込
み
依
頼
者
の
電

話
や
メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
な
ど
が
あ
っ

て
も
振
り
込
む
こ
と
な
く
、
必
ず

家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

・
飯
田
警
察
署

　

�
０
２
６
５－

２
２－

０
１
１
０

振
り
込
め
詐
欺

総
合
対
策
強
化
月
間

「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞

金
は
、
一
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

二
億
五
千
万
円
」

○
一　

等

　

一
億
五
、〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
一
三
本

○
前
後
賞　

各
五
千
万
円

○
二　

等　

一
千
万
円×

一
三
〇
本

○
三　

等　

五
〇
万
円

　
　
　
　
　
　

×
一
、三
〇
〇
本

○
四　

等　

五
万
円×

二
万
六
千
本

○
五　

等　

三
千
円×

一
三
〇
万
本

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。」

○
発
売
期
間

　

九
月
二
七
日（
月
）

　

〜
一
〇
月
一
九
日（
火
）ま
で

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
の
発
売
の

お
知
ら
せ

秋
の
農
作
業
安
全
運
動

月
間
に
つ
い
て

�
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�
�
�
�
�
�
�
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喬木村国民健康保険にご加入の皆さんへ

１０月１日から新しい保険証に変わります。
新しい保険証は、１人に１枚のカード型になります。

お問い合わせ　役場　住民課　健康保険係　�33－5125

◎退職者医療制度の加入について
　会社などを退職された方は国保に加入しますが、以下の条件をすべて満たしている場合は退職者医療制度の対象

となります。

　・国保に加入している（又は、これから加入する）方

　・年齢が６０歳から６５歳未満の方

　・厚生年金や各種共済組合などから老齢（退職）年金を受けられる方で、その加入期間が２０年以上、もしくは４０歳

以降１０年以上ある方

　協力をお願いします

　退職者医療では、自己負担以外の医療費は、職場の健康保険等から支払われています。加入の手続きをせずに医

療機関にかかると、一般被保険者として村国保が上記の医療費を負担することになり、金額が増えてくれば国保税

の増大へとつながる可能性があります。国保の安定した運営のためにも、退職者医療制度の対象となる方は手続き

を忘れないようにお願いします。

�旧 （世帯に１枚） ９月30日まで �新 （１人に１枚） 10月1日から

　今までは世帯に１枚の保険証でしたが、新しい保険証は１人に１枚のカード型の保険証になります。保険

証の色も一般資格が緑色から藤色に、退職資格がオレンジ色から黄色になります。また、新しい保険証の裏

面に臓器提供意思表示欄が設けられました。（意思表示欄の記入は任意であり、記入を義務付けるものでは

ありません。意思表示欄に保護シールの貼り付けを希望する方は、役場窓口にあります。）

　９月下旬に新しい保険証を各ご家庭に送付します。新しい保険証がお手元に届きましたら各自が、住所・

氏名などの記載内容を確認してください。

　なお、古い保険証は、ご自身で裁断するなどして破棄していただくか、役場へ返却願います。　

�
�

（毎年、更新される厚紙カード型です。）
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　全国の自殺者数が1２年連続3万人を超え、自殺は身近で深刻な社会問題となっています。

　9月10日は世界自殺予防デーです。この日を機会に、自殺や精神疾患についての正しい認識、いのちの大切さに

ついて皆さんに広く理解してもらえるよう制定されました。

 自殺の背景としての精神疾患 
　自殺を企図し救急施設に運ばれたものに対す

る調査によると、自殺を企図した者の75％に精

神疾患が認められました。また、この精神障害の

内訳は、約半数がうつ病等、次いで統合失調症等

でした。

住民課  健康保険係　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

 うつ病とは？ 
　うつ病とは、心やからだのエネルギーが低下

する病気です。気持ちが落ち込んだり、眠れな

かったり、心とからだの両面に症状が現れます。

・気持が落ち込む

・何をやってもつまらないと感じる

・考え方がまとまらない

・自信が持てなくなる

・悲観的になる

・自殺につながることもある

・良く眠れない

・頭が痛い

・肩がこる

・疲れ易い

・食欲がなくなった

・性欲がなくなった

●
精
神
症
状
●

●
身
体
症
状
●

★★次回は★★

不眠とうつについて

資料：自殺の危険因子としての精神障害－生命的危険性の高い企図手

段をもちいた自殺失敗者の診断学的検討　飛鳥井望（精神神経

誌　96：415-443，1994)：

相　　談　　窓　　口　　一　　覧

医　療

かかりつけ医へ相談しましょう

●専門医（精神科、心療内科）での相談もよいでしょう

心と身体の相談

●精神保健福祉センター　�026-224-3626

●心の電話相談　　　　　�026-227-1810

　月曜日～金曜日（9：30～16：00）

●飯田保健所　　　　　　�0265-53-0444

　精神保健福祉相談　　　�0265-53-0444

　毎月第2木午前（予約制）

　（精神科医による専門相談／心と身体・アルコール関連問題・認知症等）

大切な「いのち」を守るために

精神的に追い詰められている。誰かに相談をしたい。

●自殺に関する相談｢こころの健康相談統一ダイヤル｣

　（平日9：30～16：00）　　�0570-064556

●長野いのちの電話（11：00～22：00）

　　　　　　　　　　　　�026-223-4343

●松本いのちの電話（11：00～22：00）

　　　　　　　　　　　　�0263-29-1414

●NPO東京自殺防止センター（年中無休20：00～6：00）

　　　　　　　　　　　　�03-5286-9090



情報誌 ２０10.10 10

　１学生は、中学校に入学して５ヶ月が経ちました。小学校との生活に戸惑いながらも元気よく生活しています。中

学校に入ったら「あれをしよう。」「これを頑張ろう。」と各自がいろいろな目標を持ってスタートしたと思いますが、

６９人が一つとなって学習や学友会活動、部活動等に励んでいます。

　１学年としての一大行事である阿南少年自然の家での自然体験学習が７月７日（水）・８日（木）の両日に行われま

した。天気は快晴というわけにはいきませんでしたが、大きなケガ等もなく無事に日程をこなすことができました。

《こんな日程と内容です》

１日目

喬木中学校１学年

阿南少年自然の家キャンプ報告

入所式の後テント設営 ②テントが立ちました ③ウォークラリー（チェックポイントで）

２日目

①先ず、テントを広げる

⑥雨のため室内でジェンカ。
④雨が降ってきました。煙で目　
が痛いけど上手に火がおきまし　
た。「ご飯をこがさないように。」
　「大丈夫。まだ、焦げ臭くない。」 
「カレーは上々だ。」⑤「カレーは、うまいぜ！」

①朝食のメニューは、豪華？
　ご飯、味噌汁、卵焼き、ウインナー

②見よ。この真剣なまなざし

竹とんぼを作っています。 どうやれば貯金箱になるの？

�⑦キャンドルの集いので、協力・
助け合い・団結の火を校長先
生からいただき、中央に点火。
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氏
乗
区　

支
え
愛
マ
ッ
プ
を
使
っ
た

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
！

　

九
月
五
日（
日
）に
村
内
各
地
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
氏
乗
区
で
は
昨
年
度
「
支
え
愛
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

今
年
度
は
各
常
会
六
か
所
で
マ
ッ
プ
を
使
っ
た
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
避
難
時
に
貴
重
品
や
身
の

回
り
の
物
を
入
れ
た
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ
て
く
る
こ
と
、
災
害

時
を
想
定
し
て
携
帯
電
話
で
は
な
く
無
線
で
連
絡
を
と
る
こ

と
も
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
し
た
人
を
確
認
す
る
作
業
で
は
支
え
愛
マ
ッ
プ
を
利

用
す
る
こ
と
で
、「
ど
こ
に
誰
が
住
ん
で
い
て
、
避
難
時
は
ど

こ
に
い
る
」と
い
う
こ
と
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
マ
ッ

プ
の
情
報
が
変
わ
っ
て
い
る
個
所
も
あ
り
、
更
新
の
必
要
性

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
消
火
器
と
消
火
栓
の
講
習
が

あ
り
、
日
中
何
か
起
こ
っ
た
場
合
は
女
性
の
力
が
必
要
に
な

る
た
め
消
火
栓
の
放
水
を
女
性
の
方
々
が
体
験
し
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
の
訓
練
で
し
た
が
、小
さ
い
お
子
さ
ん
も「
リ
ュ
ッ

ク
」
を
持
っ
て
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
作
り
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
氏
乗
区
。
今
年
度
は

自
主
防
災
組
織
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
中
橋
先
生
も
関
わ
り

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ペットボトルのキャップで世界の子どもにワクチンを届けよう！！
９月１日からペットボトルキャップの収集を始めています

　ペットボトルキャップ収集をボランティア啓発活動として中学校と一緒に協力して行っています。

　この活動は子どもからお年寄りまでだれでも参加できます。キャップを通して地球環境のことを考えたり、子供

の命のことを考えたり、限られた資源を有効に活用することなどを考え、さまざまな人たちが参加しながら地域の

絆が深まる活動です。

○ゴミとして焼却処分されるとキャップ４００個で３,１５０ｇのCO2が発生します

○子どもからお年寄りまで誰でも参加できるボランティア活動です

○あなたの行動が世界の子どもと地球の未来を作ります

○限られた資源の有効活用

○ポリオワクチンは１人分２０円　キャップ８００個で一人の子どもの命が救えます

◎中学校、喬木荘、さくらの園、社協玄関に村内統一の回収ボックスを設置してありますの

で、回収についての注意をご覧いただき回収のご協力をお願いいたします。

回 収 に つ い て の 注 意 ！
・汚れがある場合は水できれいにして下さい

・金属類（アルミ、鉄、アルミ缶タグ等）は絶対に入れないで下さい

・キャップについているシール（キャンペーン用）は必ずはがして下さい

・調味料のキャップ（醤油、マヨネーズ等の蓋）は入れないで下さい

大
事
な
も
の
が

入
っ
て
る
の
よ
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くりんネット便り
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くりんネットたかぎ 10月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

１０月の村・公民館・学校などの行事予
定から

今 月 の 暦金1

喬木村の秋の観光情報
交流センターでお聞きします

すきですたかぎ土2

果樹園の土つくりについて
 ＪＡ豊丘支所営農課　林技師

明 日 へ の 農 業日3

曲の背景や歴史を紹介しながらお送り
します

クラシックを楽しもう月4

私の交通安全 喬木村交通安全協会
 阿島支部　原　達也さん

交 通 安 全 の 日火5

消火栓付近への駐車禁止について
 和田分署　大川和弘さん

広 域 消 防水6

下伊那農業改良普及センター
 藤牧普及員

こちら普及センターです木7

定例教育委員会の内容からご報告します
 原教育長

みらいをみつめて金8

喬木の民話と伝説お 話 の 時 間土9

富田出身　小池優理子さん
高校放送コンテスト準優勝

さわやか第一線日10

金融秋冬キャンペーンについて
ＪＡ喬木支所金融課　福田みゆきさん

ＪＡアワーみなみの風月11

公民館の話題からお送りします公 民 館 便 り火12

懐かしの歌、聴きたい歌にリクエスト
下さい

心の歌・思い出の歌水13

こんろ火災の出火防止
 平谷分署　熊谷武人さん

広 域 消 防木14

今日は防火の日
喬木村消防団第三副分団長　松澤洋一さん

１１９番火の用心金15

くりんネット番組企画委員会からマ イ ク で 散 歩土16

干し柿の加工管理について
 ＪＡ喬木支所営農課　山田技師

明 日 へ の 農 業日17

椋鳩十　夕焼け祭にお出かけ下さい時 の 話 題月18

忙しい秋のスピード料理
 ＪＡ組合員課　松島由利子さん

暮 ら し の 便 り火19

喬木村生活安全指導員会
 北地区役員から

ぼうはん・喬木水20

情報誌たかぎ
１１月号の内容からご紹介します

声 の 情 報 誌木21

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸金22

喬木村総合文化祭に向けて
 建設部・青年部・婦人部の取り組み

商 工 会 便 り土23

保育園入園手続きについて
 教育委員会

村 の 窓 口日24

音楽のリクエストお寄せくださいミュージックボックス月25

喬木の“お宝”紹介
喬木村文化財保護委員　大原成章さん

郷土史シリーズ火26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り水27

喬木悠生寮　「りんどう祭」が行われ
ました

福 祉 便 り木28

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸金29

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会

青い風にのせて土30

１０月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事日31

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～10月の番組から～

さわやか第一線
　10日（日）
　富田出身　小池優理子さん（18）
　松本筑摩高校の放送部で活躍する小池さ
ん、この度ＮＨＫ杯第５７回全国高校放送コ
ンテストで、見事【準優勝】しました。「回
数券から定期券へ」――不登校を克服した、
放送部の先輩を取材しました。受賞番組を
お送りします。

くりんネットからのお知らせ
・土日祝祭日に放送する各原稿のお申し
込みは、できる限りお早めに受付をお
済ませ下さい。

【締め切り】
毎週　木曜日/祝祭日は２日前までに

　　締め切りを過ぎますと、定時放送に
入りませんのでご注意下さい。
　　詳しくはくりんネットたかぎまでご
連絡下さい。
　
・「ミュージックボックス」「心の歌思
い出の歌」「クラシックを楽しもう」
等各番組へのリクエストをお気軽にお
寄せ下さい。

いちごチャンネル
　「週刊たかぎニュース」の放映時間が
以下のように変わりました。
　土・日　午前９時～、昼１２時～、
　　　　　夜７時～
　月～金　午前１０時～、夜８時～
（１番組を繰り返して放送しております）

　デジタル１２chでご覧下さい。加入申し
込み等は役場企画財政課広報係（�33-
5129）までお願いいたします。

お気軽にお電話下さい




